
１
月
10
日
、
令
和
３
年
積
丹
町
成
人
式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、
華
や
か
な
振
り
袖
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
８
人
（
出
席
７
人
）
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

新
成
人
は
、
家
族
や
来
賓
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
な
が
ら
入
場
し
、
一
人
ひ
と
り
の
紹
介
の
後
、
十
河

教
育
長
の
式
辞
、
松
井
町
長
と
山
本
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
窪
内
渉

わ
た
る

さ
ん
（
美
国
町
・
写
真
左
上
）
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
長
谷
川
颯そ

ら

さ
ん
（
美
国
町
）

と
鈴
木
琴こ

と

の乃
さ
ん
（
美
国
町
・
写
真
右
上
）
が
、「
全
国
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
き
、

成
人
式
を
延
期
す
る
市
町
村
が
多
い
中
、
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
温
か
く
育
み
、
支
え
て
く
れ

た
両
親
や
家
族
を
は
じ
め
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
友
人
、
ご
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
地
域
の

皆
様
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
の
お
陰
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

は
成
人
と
し
て
、
い
ま
一
度
自
己
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
、
社
会
人
の
一
人
と
し
て
、

責
任
と
義
務
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。」
と
力
強
く
新
成
人
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
魚
屋
友
子
会
長
）
か
ら
手
づ
く
り
の
「
赤
飯
」
が
、陶
芸
サ
ー

ク
ル
（
土
井
知
子
会
長
）
か
ら
は
「
茶
碗
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令和３年積丹町成人式令和３年積丹町成人式新たな門出新たな門出 令和３年積丹町成人式令和３年積丹町成人式

▲誓いのことば（長谷川さんと鈴木さん）

▲記念品贈呈（窪内さん）
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～
積
丹
若
手
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
に
最
高
評
価
～

～
積
丹
若
手
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
に
最
高
評
価
～

北
海
道
代
表
全
国
大
会

北
海
道
代
表
全
国
大
会
へへ
！！

１
月
15
日
に
北
海
道
が
主

催
し
た
「
第
66
回
全
道
青
年
・

女
性
漁
業
者
交
流
大
会
」
が

審
査
会
場
の
札
幌
市
（
第
１

水
産
ビ
ル
）
と
道
内
各
地
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
毎
年
札
幌

市
内
の
会
場
に
全
道
各
地
か

ら
多
く
の
青
年
・
女
性
漁
業

３
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ

る
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
主
催
『
第
26
回
全
国
青
年
・

女
性
漁
業
者
交
流
大
会
』
へ

本
道
代
表
３
グ
ル
ー
プ
の
１

つ
と
し
て
推
薦
が
決
定
し
ま

し
た
。
本
町
両
グ
ル
ー
プ
の

新
し
い
発
見
の
努
力
の
結
果

と
そ
の
成
果
は
、
積
丹
町
の

漁
業
の
将
来
に
と
っ
て
、
明

る
い
材
料
の
一
つ
で
、
町
の

誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

▲小林強太さん（美国町）

！！

関
係
者
の
代
表
が
参
加
し
て
、

日
頃
の
活
動
実
績
を
発
表
し
、

そ
の
成
果
を
全
道
に
普
及
し

本
道
水
産
業
の
振
興
に
役
立

て
る
伝
統
あ
る
大
会
で
す
。

　
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
美
国
町
の
若
手
漁
業
者

小
林
強
太
さ
ん
（
30
才
）
が
、

本
町
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を

査
委
員
か
ら
『
藻
場
再
生
活

動
に
加
え
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
い
な
が
ら
漁
業
生
産
の
向

上
に
繋
が
る
活
動
を
行
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
た
広
報
活
動
や
、
観
光

客
の
集
客
を
通
し
て
６
次
産

業
化
も
推
進
、
さ
ら
に
、
循

環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て

他
地
域
へ
の
展
開
も
期
待
で

き
る
取
組
み
と
し
て
、
本
道

の
漁
業
と
漁
村
の
振
興
に
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。』
と
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
は
、
本
年
３
月
２
日
、

代
表
し
て
積
丹
町
役
場
会
議

室
か
ら
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
事

例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
林
強
太

（
美
国
町
）
発
表

　「
ウ
ニ
が
海
藻
を
育
て
る
」

「
美
国
・
美
し
い
海
づ
く
り
協

議
会(

神
哲
治
会
長)

」
と
「
余

別
・
海
Ｈは

ぐ
Ｕ
Ｇ
く
み
た
い(

澤

貴
幸
会
長)

」
の
両
グ
ル
ー
プ

を
代
表
し
て
小
林
強
太
さ
ん
が
、

「
ウ
ニ
が
海
藻
を
育
て
る
」
と
題

し
て
、
ウ
ニ
殻
を
原
料
と
し
た

肥
料
に
よ
る
藻
場
再
生
「
ウ
ニ

と
藻
場
の
循
環
型
再
生
産
シ
ス

 
ウ
ニ
が
海
藻
を
育
て
る

ウ
ニ
が
海
藻
を
育
て
る    

発
表
発
表

さん

テ
ム
」
の
実
践
活
動
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
ウ
ニ
殻
肥
料
に
よ
る
藻
場

　
再
生
で
地
方
創
生

ウ
ニ
漁
業
で
排
出
さ
れ
る
殻

の
有
効
活
用
を
目
的
に
、
積

丹
町
の
地
方
創
生
の
一
つ
と

し
て
平
成
27
年
度
か
ら
実
施

し
た
「
漁
業
系
廃
棄
物
資
源
利

活
用
推
進
事
業
」
の
成
果
を

基
に
、
本
町
の
漁
業
者
グ
ル
ー

プ
は
、
ウ
ニ
殻
と
天
然
ゴ
ム

を
原
料
と
し
た
海
藻
へ
の
肥

料
を
作
製
し
て
、
磯
焼
け
漁

場
で
「
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
の
林
」

を
再
生
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

コ
ン
ブ
の
林
と
肥
料
を
入
れ

て
い
な
い
対
照
区
で
採
取
し

た
ウ
ニ
の
身
の
重
量
と
品
質

を
比
較
し
て
藻
場
造
成
の
経

済
効
果
の
検
証
も
試
み
ま
し

た
。全

国
大
会
の
道
代
表
へ

今
回
は
、
全
道
各
地
か
ら

選
ば
れ
た
漁
業
者
グ
ル
ー
プ

９
団
体
が
あ
り
、
本
町
の
小

林
強
太
さ
ん
の
発
表
は
、
審

””

””
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